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｢泳ぐこと」と｢漕ぎ続けること」 （後）
-:TheSwimmers"における「泳ぐこと」の意味一

山路雅也

内容目次

アメリカ娘が指南する「泳ぐこと｣－沖合に「浮く」こと，
そして「汚れを落とす」こと－
Henryが実践会得する「泳ぐこと｣－"theexerciseofthe
mosttranscendentimagination''による半具象化された想像世
界の幻出一……･…･…………………………． （以上，第20号）
Gαお伽におけるもう一つの「泳ぐこと」
｢泳ぎ手」Gatsbyと$6HisFather'sBusiness"
Gatsbyの悲恋とDutchsailorsのもう一つの「泳ぐこと」
｢漕ぎ続けること」の意味
｢泳ぐこと」の意味…”…･…･ ･…･…･…………･…･(以上， 本号）
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3. G"sbyにおけるもう一つの「泳ぐこと」

GTheSwimmergに先立ち四年前に既に提示されていたもう一つの「泳
ぐこと」を，我々はG"ts妙の第九章に見出だせよう。主人公JayGatsbyの
死後，語り手NickCarrawayが主を失い清秋の月夜の下，粛粛とする
Gatsby邸に独り足を運びそこで沈思黙考する，あの余りに有名な場面にそ
れは描かれる。NickはそこでJazzAgeからアメリカ黎明期へと時代を一
気に棚上し， かつての入植者たちのヴィジョンへと思いを馳せてゆく。す
ると遠大なる時空を越え復刻されたもう一つの「泳ぐこと」が提示される
のだ。

Mostofthebigshoreplaceswereclosednowandtherewerehardly
anylightsexcepttheshadowy,movingglowofferryboatacrossthe
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Sound.Andasthemoonrosehighertheinessentialhousesbeganto

meltawayuntilgraduallylbecameawareoftheoldislandherethat

floweredonceforDutchsailor5eyes afi-esh,greenbreastofthe
newworld.Itsvanishedtrees,thetreesthathadmadewavfOrGatsby's

house,hadoncepanderedinwhisperstothelastandgreatestofall

humandreams; fOratl･ansitoryenchantedmomentmanmusthave
heldhisbreathinthepresenceofthiscontinent, compelledintoan
&stheticcontemplationheneitherunderstoodnordesired, facetoface
fOr the last time inhistorywithsomethingcommensurate tohis
capacityfOrwonder. (140) ( 1 )

先に触れた4"IheSwimmers"第二草結末部の場面を思い返したい。Henry
は州|玉|の途上，船I:の人となることで「泳ぐこと」に当たっていた。文字
通り船上の人であるDutchsailorsも|可様に， 目指す"aii-esh,greenbreast
ofthenewworld"を波|州に遠望することで，彼等のそれに当たっていたの
だ。

このもう一つの「泳ぐ､こと」が一見したところ，先述したIThe
Swimmer3'のそれと|'1様の展IMを示していることは，一目瞭然であろう。
現前の具体像． "afresh,greenbreastofthenewworld"を栂に, 「泳ぎ手」
Dutchsailorsの"theexerciseofthemosttranscendentimagination"はその
効力を存分に発挿する。すると遠望される新大陸の地は，未開の原野たる
その相貌を波間に溶解消失させ，そこに"thelastandgreatestofallhuman
dreamfにも匹|敬し得る"somethingcommensuratetoltheirlcapacityfor
wonder"が幻ⅡIする。そしてDutchsailorsは， いつしか"記sthetic
contemplation"へといざなわれるが， それは我々に, Henryの内に沸き
返っていたあの法悦にも似た強烈なAmericanismを想起させよう。
この様にC"IheSwimmers"に先立つ四年前G""yにおいてもう一つの

｢泳ぐ．こと」が既に提示されていたわけだが， 次に我々はG"is妙に描かれ
るそれを更につぶさに検討してみたい。すると一見鮮やかなパラレルを拙
くかに恩われる二つの「泳ぐこと」が，実は似て非なるものであることが
判明するであろう。そして我々はそこに, $TheSwimmergにおける「泳ぐ
こと」の真意解|ﾘIのための糸| 1をi1むことになるのだ。
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4． 「泳ぎ手」Gatsbyと55HisFather'sBusines"

G(zishyにおけるもう一つの「泳ぐこと」の詳ﾎlllを検討する際見落とし
てはならぬのは先の引川直後に綴られるNickの感慨, "Andaslsatthere
broodingontheoldunknownworld, IthoughtofGatsby'swonderwhenhe
firstpickedout thegreen lightat theendofDaisy'sdock."(140)で
あろう。ここでNickは，かつてDutchsailorsの眼前に迫り来た$Cahesh,
greenbreastofthenewworld''が, DaisyBuchanan邸にIﾘI減する"the
greenlight"に呼応しており， 前者が"somethingcommensurateto[their]
capacityfOrwonder"と化した様に，後者の灯る邸宅の住人Daisyもまた
"Gatsby'swonder"へと転じていたことを明かすのだ。Nickの脳裏におい
て，もう一つの｢泳ぐこと」に当たったDutchsailorsのヴィジョンとDaisy
への想いに胸を焦がしたGatsbyのそれとが，等号で分かち難く結ばれて
いるのである。このことから我々は,GatsbyとDaisyが織り成すこのJazz
Ageの悲恋と, Dutchsailorsがアメリカ黎明期に当たっていたもう一つの
｢泳ぐこと」との間には，時空を越えた共通項があると考えるべきであろう。
そう考えればこそ，第一章結末部に描かれる崇高なまでの美しさを湛え
るも謎めいた場面, MIIちGatsbyが銀砂を撒いた様な星空の下, Daisyの邸
宅に灯る"thegreenlight''を対岸に見造り，傍目にも分かる程に激しく身
をうち震わせる場面（20）にも合点が行く筈だ。 この時, Gatsbyもまた
Dutchsailors同様7 "記stheticcontemplaion"に浸り，癖れる様な法悦に身
を委ねていたのである。

“. ． . therewasonepersistentstorythathedidn'tliveinahouseatall,but
inaboatthatlookedlikeahouseandmovedsecreUyupanddowntheLong
Islandshore''(76)と指摘される豪邸から,Daisyの邸宅の"thegreenlight"
を対岸に遠望し法悦にうち震えるGatsbyの姿， それはもう一つの「泳ぐ
こと」に当たるDutchsailorsのそれを，換言すれば船上の人となることで
｢泳ぐこと」に当たる｢泳ぎ手たち｣のそれを坊佛させてllこまない。彼がノー
スダコタの貧農の悴からJayGatsbyなる人物へと再生を遂げたのは, Dan
Cody所有のヨット目掛け自らオールを手にしたその時であった(76)。そ
して彼が凶弾に射貫かれ冥府の淵に沈んだいったのも，船上の人さながら
プールのみなもに揺蕩うマットレスに身を委ねていた正にその時なのであ
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る（126)。船上の人として生まれそして死に行くその生涯が描かれるに及
Uf, Gatsbyは「泳ぎ手」としての相貌を， はっきりと帯び始めよう(2)。
Gatsbyは"HisFather'sBusinesT(77)なるものをその信条としている。

｢泳ぎ手」 としての相貌を帯びる彼が奉ずるその信条とは，一体如何なる
ものなのか。 @@asonofGod'' (77)である彼は，それに愚直なまでに忠実で
あろうとする。彼は己が存在を賭することさえ辞さぬのだ。

HewasasonofGod-aphrasewhich, ifitmeansanything,meansjust
that-andhemustbeaboutHisFather'sbusiness・theserviceofavast.
vulgarandmeretriciousbeauty. SoheinventedthesortofJayGatsby
that aseventeenyearoldboywouldlikelyto invent, andtothis
conceptionhewasfaith血ltotheend. (77)

彼はJamesGatzという卑小な自己を素材に"Platonicconceptionofhim-
ser' (77)を慈養してゆく。 "HisFather'sBusiness''とはこの様に，実在物
を素材にそこから"Platonicconception"を抽出すると， それへの終生変わ
らぬ専心を誓うことに他ならない。これが四年の歳月を経て先述の("Ihe
Swimmer3における「泳ぐこと」の本質-Sternの指摘する"theexer-
ciseofthemosttranscendentimagination"－へと連なることは言うまで
もなかろう。 "HisFather'sBusine3'とそれに邇進する"asonofGod"とは，
それぞれ「泳ぐこと」の本質である"theexerciseofthemosttranscendent
imagination"と， それに当たる「泳ぎ手」の別称なのである。
従って"asonofGod"に用意される御座もまた, $TheSwimmers"におけ
る｢泳ぐこと」の展開を念頭に置きつつ考察されるべきであろう。BruceL.
GrenbergがFitzgeraldの小編:lOutsideoftheCabinetMake'sr"(1928)に対
して示す見解は， その一助となろう。
この小編では．幼い娘の為に主人公の男性が，周囲の事物を盛り込みな

がらおとぎ話を即興で栫えてゆくプロセスが綴られている。G(zjshyとこの
作品の川には通底するものがあるとするGrenbergは， 男性の栫えるおと
ぎ話の本質を, "initselfinsubstantialyetfOundedupontheomectivedetails
oftheneighborhoodscene"(122)と捉え， そこにこの作品の"apersistent,
emphaticleitmotivofoppositions,orintemenetrations,betweenrealityand
imagination"(122)を感知している。
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"theobjectivedetails''に依拠しつつなお"insubstantial"であり続けるも
の, "OutsideoftheCabinetMaker's"において主人公の男性と愛娘が抱か
れるこの世界こそ, "asonofGod"に用意される御座に他ならない。そこ
では"theincomparablemilkofwonder"(86)-"hiscapacityforwonder"
に拮抗し得る"themosttranscendentimagination''－が潭葎と湧き出で，
"asonofGod"は$$satisfactoryhintoftheunrealityofreality"(77)に浴しつ
つ， それを心行くまで堪能することが叶うのだ。 "theobjectivedetails"に
依拠するゆえ鮮烈な迫真性を帯びるも， あくまで"insubstanUal"である状
態即ち"interpenetrations,betweenrealityandimagination''を堅持するこ
の希有な世界もまた, <TheSwimmer5'において引き継がれていることは
言うまでもなかろう。 「泳ぐこと」により幻出していた半具象化された想像
世界がそれである。

5.Gatsbyの悲恋とDutchsailorsのもう－つの「泳ぐこと」

以上の様にGatsbyが「泳ぎ手」としての相貌を帯びることを踏まえた
上で，次にそんなGatsbyの悲恋とDutchsailorsの当たるもう一つの「泳
ぐこと」が有する共通項の考察に移りたい。我々はその手掛かりをKermit
WMoyerが示す見解の内に得ることになろう。
MoyerはGatsbyの悲恋を4TorepeatitisnotjustDaisyGatsbywantsbut
somethingbeyondher;hewantsthatmomentwhenlif℃seemedequaltohis
capacibr fOrwonder, andthatmoment is indissolublyweddedtoDaisy
herself, tomateriality"(218)と概観する。更にMoyerはその核心を"D . .
Gatsby combines transcendental imaginationwith time-enthralled
materialism....Gatsby'sstoryisamirrorwhichrenectsanimageof
Americanhistoryl"(218-219)と突いてみせる。MoyerはGatsbyの悲恋の
本質を, $6transcendentalimagination"と(61ime-enthralledmaterialism''の癒
着と見抜き，更にそれを"animageofAmericanhistory"と捉えている。
Moyerはこの癒着をJazzAgeの悲恋にのみ限定せず，そのアメリカにおけ
る連続性を訴えるのだ。 この"transcendental imagination"と"time-
enthralledmaterialism"の癒着こそ, JazzAgeのGatsbyの悲恋とDutch
sailorsによるアメリカ黎明期のもう一つの「泳ぐこと」が時空を超え有す
る共通項なのである。
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GatsbyはG6asonofGod''なればこそ, Daisyとの関係においても己が信
条"HisFather'sBusiness''の貫徹に全身全霊を捧げるべきであった。だが
彼はあろうことかそれを放棄してしまうのだ。たとえDaisyに対する想い
にどれ程狂おしくその胸を焦がそうとも， 彼が求めるべきは決して一{l,'ilの
女性であってはならぬ筈だ。 "HisFather'sBusiness"に倣うならば，彼女
は"time-enthralledlnaterialism''に支配される現実世界の住人であり，そこ
から"Platonicconception"を抽出すべき，卑小な"materiality"に過ぎない。
Gatsbyが腐心すべきはDaisyという一個の女性の稚得ではなく, "Platonic
conceptionof[Daisy]"への永久の専心なのである。
それを充分承知していたにも拘らず, Gatsbyは"asonofGod"としてあ
るまじき大罪を犯してしまう。 ここで先述の共通項"transcendental
imagination''とGGtime-el1thralledmaterialism"の癒着が持ち上がる。彼は件
の癒着をDaisyと出会って間無しに招いてしまうのだ。第六草に拙かれる
1917年秋の宵の二人の逢瀬の場面は， その様をつぶさに棚らえている。

Heknewthatwhenhekissedthisgirl,andforeverwedhisunutterable
visionstoherperishablebreath,hismindwouldneverrompagainlike
themindofGod.Sohewaited,listeningfOramomentlongertothe
mningforkthathadbeenstruckuponastar.ThenhekissedheltAthis
lips' touchsheblossomedforhimhkeanowerandtheincarnationwas
complete. (86-87)

星空から零れ落ちる"thetuningfork"の甘美なる響きも, Gatsbyに逵巡
させるも大罪を踏み止どまらせることは出来なかった。 "hisunutterable
visionfを"herperishablebreath"に結び付けることとは，先述の
"transcendentalimagination"と"time-enthralledmaterialism"の癒着に他な
らない。それは「泳ぐこと」の本質"theexerciseofthemosttranscendent
imagination''に抵触すると， それを頓挫させてしまうのである。この場面
はやがて第八章でのGatsbyによる胸中の吐露6Whatwastheuseofdoing
greatthingsiflcouldhaveabettertimetellingherwhatlwasgoingtodo?"
(117)へと連なると，その頓挫をいやが上にも際立たせるのである。
この様にGatsbyの悲恋は，件の癒着を端緒とするCdtheexerciseofthe

mosttranscendentimagination"の頓挫をそこに映し出すが，それが内包す
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るのはこれだけではない。それはこの癒着を招くという大罪を犯してし
まった"asonofGod"の行く末もまた示すのだ。つまりGatsbyの悲恋とは，
この癒着を招いてしまったがゆえに代償を払うことを余儀なくされるその
顛末の記録に他ならぬのである。
大罪を犯した"asonofGod"を待ち受けるもの， それは己が御座一

"intemenetrations,betweenrealityandimagination"といった絶妙な均衡の
上に成立する"theoldwarmworld'' (126)－からの放逐である。つまり
Gatsbyの前で, Daisyという卑小なる"materialiW''の実相が顕となるとそ
れまで彼が営々と慈養してきた"Platonicconceptionof[Daisy]''も瓦解し
てしまうのだ。
先に引いた1917年の秋の宵の場面を境に均衡を崩し始めた"inter-

penetrations,betweenrealityandimagination"は，その後も軋みを上げつつ
辛うじて休救を保つも． 1922年の夏の盛りに遂にその終焉を迎えることに
なる。ニューヨークはプラザホテルのスイートにおいて, Gatsbyと'Ibm
BuchananがDaisyを巡り攻防戦を繰り広げる， 第七章の場面(98 106)
はそれが崩れ去りゆく様をliliらえたものだ。
この場而において， もはやかつての様に"theincomparablemilkof

wonder"が湧き出づることもなければ, @Gsatisfactoryhintoftheunreality
ofreality"に身を委ねることもIIIわない。前者は疾うに洞れ果て，後者は
雲散霧消しその痕跡すらとどめない。ただ室内に立ち籠める喧せ返る様な
いきれが, Gatsbyを包み込むばかりだ。するとDaisyはあろうことかG6an
indiscretevoice,..filllofmoney"(93-94)を震わせ'Ibmへの愛をも肯定し，
その余りに卑小な実相 $$aqualityofdistortion"(137)が支配する, "a
nightscenebyEIGreco'' (137)の如きIII界に蔵く"carelesspeople"(139)-
－を顕にしてしまう(3)。そして"P1atonicconceptionof[Daisy]''が，傑然と
するばかりのGatsbyの前で跡形もなく瓦解すると， これをもって66ason
ofGod"の御座からの彼の放逐は完了するのだ。
Gatsbyの悲恋とは，件の癒着を招いてしまったがゆえに代償を払うこと
を余儀なくされるその顛末の記録であると先に述べたが， ここにその代償
の内容が明らかになろう。 "theexerciseofthemosttranscendent
imagination"の頓挫により迫られる, "materiality"の卑小なる実相とその
"P1atonicconception"の瓦解双方の受容， というのがそれである。そして
この悲恋との共通項を有する以I=,Dutchsailorsのもう一つの｢泳ぐこと」
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もまたこうした顛末を全てそのまま内包するのだ。
GatsbyがDaisyという一個の女性を獲得してしまった様に, DutCh

sailorsも目指す新大陸の地をやがて足下にしてしまったであろうことを，
我々は忘れてはなるまい。先に引いたMoyerの見解通り， ここにd6tran-
scendental imagination"と@Ctime-enthralledmaterialism"の癒着という共通
項が生じることになる。第一章で(Gthegreenlight"を対岸に遠望する
Gatsbyの姿と，第九章で波間に"afresh,greenbreastofthenewworld"を
見遣るDutchsailorsのそれとは，同じ大罪を犯す"Isons]ofGod''ならでは
の著しい近似性を呈していたと言えよう。両者の間には，片や既に件の癒
着を招きその代償をいま正に払わんとする者と， 片や件の癒着をいま正に
招かんとする者という， ごく僅かな差があるに過ぎない。 この様なlill者が
先述の通りNickの脳裏でヴィジョンの共有を果たす|I寺，時空を遥かに超
えた遠大なるスケールの下で同じ轍が連綿と踏まれ続けてきたとの認識が．
圧倒的な説得力をもって迫り来よう。
従って"afresh,greenbreastofthenewworld"もまた, Dutchsailorsの

前に"materiality"としての卑小なる実相を晒したに違いないことが強く示
唆されるのだ。それが"thesolemndumpingground"(21)である"avalley
ofasheJ(21)へと連なる資質を秘めた"anewworld,materialwithOut
beingreal"(126)なる実相を晒すと，彼等が慈養したその"Platonic
conception"は無残に瓦解したのである。
DoctorTJ.Eckleburgの広告看板が他ならぬここ"avalleyofashes"で

不断の凝視を続けていることは， その証左に他なるまい。それを神と畏れ
そこに暮らすガレージの主人, GeorgeWilsonが漏らす言葉, "Godknows
whatyou'vebeendoing,everythingyou'vebeendoing....GodSees
everything"(124-125)は，不貞を働く彼の妻に対してのみ向けられたもの
ではあるまい。それは, "HisFather'sBusiness''を繰り返し頓挫させてき
た全ての"[sons]ofGod"に向けられた詰問なのだ。 ddGodseeseverything"
と彼が漏らす通り， 神は全てを見通しているのだ。己が足下となった新大
陸という"materiality"の余りに卑小な実相を，即ちやがて"avalleyof
ashes"へと連なることになるその潜在的資質を，かってDutchsailorsが受
容するよう迫られたであろうことが， その御前においては詳らかとなって
いることを示すべく，神はその巨眼をここに曝しているのである。
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6． 「漕ぎ続けること」の意味

以上の様に一見鮮やかなパラレルを描くかに思われるGαな〃の「泳ぐこ
と」と@'IheSwimmers"のそれとは，実は似て非なるものであることが容
易に見て取れるであろう。前者は"transcendentalmagination"と"time-
enthralledmaterialism''との癒着を端緒とする, "theexerciseofthemost
1ranscendentimaginanon"の頓挫とそれに伴う一連の展開を， アメリカに
おいては連綿とし且つ遍在するものとして提示している。一方，後者はそ
の頓挫ではなく貫徹の可能性を訴え， しかもそれを先のSklarの指摘通り，
6Cnationalpumose"と捉えるのだ。つまり後者は前者のアンチテーゼと
なっていたのである。
こうして我々は!TheSwimmers"の「泳ぐこと」の真意に一歩近付いた

わけだが， これに関連して注目すべきはGαなbyの末尾であろう。何故なら
そこには四年の歳月を経て@TheSwimmerfの「泳ぐこと」へと連なる，
その兆しが既に表れていたからである。

Gatsbybelievedinthegreenlight, theorgiasticfumrethatyearby
yearrecedesbefOreus. Iteludedusthen、 but that'snomatter-
tomorrowwewillrunfastel;stretchourarmsfarther....Andonefine
mornmg-

Sowebeaton,boatsagainstthecurrent,bornebackceaselesslyinto
thepast. (141)

ここに「泳ぐこと」のイメージを見出だすことは難くない筈だ。船上の人
を連想させる"boat:がそれである。 このことからも窺える通り, "the
paSt"へと流されぬよう"boats"を懸命に「漕ぎ続けること」こそが, $The
Swimmers''の「泳ぐこと」へと連なる兆しなのだ。
それではこの「漕ぎ続けること」とは具体的には何を意味するのか。ま
ずそれが直前の段落の意味内容-"theorgiasticfUturethatyearbyyear
recedesbefOreus''という謂わば眼前に在りながら決して到達し得ぬ未来
を追求すること－を補完していることに注意したい。それを踏まえつつ，
AndreLeVOtの見解に当たるならば，彼の見解は「漕ぎ続けること」の意
味掌握のための手掛かりを与えてくれよう。
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Fitzgerldの詳細な伝記を記したIfVOtは彼の未完の作品77ieL(zst
乃“0〃(1941）における音楽の描写に着目する。 IfVOtはそこに， この作家
の特異な姿勢を読み取っている。

Thismusic isonlyimminent, howevernotyetheard. Itssilence
subsumesthewholeexperienceofthesearchinFitzgerald'sworksfor
thepreSent, anunshakablyconvincingpresent thatnoapparent
fUmllmentcanthrustintothepastasathingachieved....
AllFitzgerald'sworkseemstoapiretotheseinstantsofsuspension
andequilibriuminwhichthesearchfOrheroandastyletendtobrend,
inwhichtheaction'ssilenceseemstoreplytoanothersilenceofinner
musicthatdestroysitselfifitisheard. (166)

LeVOtはFitzgeraldによる"anunshakablyconvincingpresent"への残留の
希求を指州する。 こうした作家の姿勢とは換言すれば， 目標の"apparent
fulfillment"という未来への到達の忌避に他ならず， それは先に引いた
G"hyの木尾に記される，あの"theorgiasticfUture"という'眼前に在るも決
して到達し得ぬ未来の追求と符合しよう。
こうしたLeVOtの見解を援川しつつ先の引川に今一度目を向けるならば，

｢漕ぎ続けること」が逆らねばならぬ"thecurrent"の意味が|ﾘ1らかになろ
う。それは， 目標の"apparentfUmllment''という未来に向け人々を執勘に
駆り立て押し流してゆく奔流に他ならない。更にその核心に迫って言えば，
我々は"thecurrent''を．アメリカ社会において時空を超え滑々と流れ続け
るあの奔流と同一視すべきであろう。つまりそれは, Dutchsailors等入植
者達による黎|ﾘ1期の新大|堆への植民をその水源とし, BenjaminFranklin
(1706-90)のA"obi097zz，妙（執筆1778-89:完本発行1868)をもって本流
となると，以降様々な支流との合流や分流を経， 19世紀末のHoratioAlger
(1832-99)の作品群による徹底した世俗化を通じ満々と水を湛えるに至っ
たあの奔流,Americandreamofsuccessという思湘lそのものなのである(4)。
引用は"boatsagainstthecurrent''さながら,Americandreamofsuccess
という思潮に抗い，夢の"apparentfUlnllment"の回避に向けて「漕ぎ続け
ること」を諭しているのだ。もし「漕ぎ続けること」なく， このAmerican
dreamofsuccessという"theCurrent"に"boats"を押し流せるに任せてし



｢泳ぐこと」 と「漕ぎ続けること」 （後） 31

まうとどうなるか。 "boats"はこの奔流の意のままに翻弄され，作家が忌
み嫌う夢の"apparenthllnllment"という未来に到達せしめられると， その
受容を余儀なくされてしまう。それは"athingachieved"の澱む"thepast''
という浅瀬での座礁を意味し，作家が追求する6$theorgiasticfumre"への航
行はもはや叶わぬものとなってしまうのだ。
ここで言う座礁が先述のG"fs妙のもう一つの「泳ぐこと」における"the
exerciseofthemosttranscendentimagination"の頓挫に，そしてここで言
5"theorgiasticfUture"が先述の"asonofGod"に用意される御座一
"intelpenetrations,betweenrealiWandimaginationを堅持し得る世界一
に、 それぞれ対応していることは言うまでもなかろう。同様に作家が忌み
嫌う目標の"apparentfUlnllment"とはGαお妙のもう一つの「泳ぐこと」に
おける件の癒着に，そして"thepast''に澱む"athingachieved"とは先述し
たその癒着により顕在化する"materiality"の卑小なる実相にそれぞれ相当
するのである。
Gαおhyのもう一つの「泳ぐこと」が先述の通りその一連の展開をアメリ
カにおいて連綿とし且つ遍在するものとしていた所以はここにあると言え
よう。それは，時空を越え数多の人々がAmericandreamofsuccessという
奔流になす術もなく呑み込まれ，夢の"apparentfUlillment''へと‘駆り立て
られ続けてきた証しに他ならぬのだ。だからこそ．第一章でDaisyが漏ら
すIi玄き, $Youseelthmkeverything'sterribleanyhow.. ． I'vebeenevery-
whereandseeneverything,anddoneeverything."(17)は, JazzAgeにおけ
る己が青春の祐裡を記した作家の好エッセイ"MyLostCity"(1945)の中の
一節， “ ． ． .Ibegantobawlbecauselhadeverythinglwantedandknewl
wouldnevel･beSohappyagain.'' (C"Izc"-"26)と|可調するのであろう。更
にそれらは, 20年代アメリカ社会の年代記, ELAllenのO"lyl/ts#"dqy
(1931)の次の記述と共鳴すると．地11鳥りの如くに沸き起こるその時代の基
調を奏でるのである。

. ..inasensedisillusionment...was thekeynoteoftheninty-
twenties・WiththemajorityofAmericans itsworkingswereperhaps
unconscious; theyfeltaqueerdisappointmentafterthewamtheyfelt
thatlifewasnotgivingthemalltheyhadhopeditwould. . ." (180)
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!$disillusionment"に支配されるこの時代の基調即ちその如何ともし難い
諦念とは，未曾有の繁栄を現出せしめ目標の"apparenthllfllment"に至っ
てしまったがゆえに, "athingachieved''の澱むd6thepast''に座礁してし
まった20年代アメリカ社会から発せられたⅡ申きに他ならない。それは一
過性ものではなく，先述のG(zjshyのもう一つの「泳ぐこと」に反映されて
いた通り, Dutchsailorsの時代より連綿とするアメリカの基調なのである。
しかし，以上のことをもって「漕ぎ続けること」の真意をAmerican

dreamofsucccessへの果敢なる抗いと結論付けるのは尚早と言えよう。
それは確かにこの一大思潮に抗うことを諭してはいる。だが我々はその消
極性を見落としてはならぬであろう。先のG〃たhyの末尾におけるフレー
ズ"Andonefinemorning ''にそれは如実に表れている。何よりも作家自
らが成功を夢見， この奔流に身を任せてしまったことを忘れてはなるまい。
彼が流行作家として功成り名遂げ己が夢の"apparent血伍llment"に至って
しまったばかりに, "disillusionment''に囚われ涙したのは先に引いた通り
である。それゆえに作家は，晴れてそれに抗うことが叶う"onenne
morning''の到来の有無の明言を避け， このフレーズを唐突に断ち切らずに
はいられなかったのであろう。 「漕ぎ続けること」は本当に可能なのか，時
空を超えアメリカを呪縛するこの余りに強大な思潮に抗い，夢の
apparentfumllment''を回避することなど果たして叶うのか－こうした“

作家の大きな揺らぎを，我々読者はそこに感知させずにいられまい。
以上のことから我々は， 「漕ぎ続けること」の真意をこの一大思潮の呪縛
からの解放を巡る作家の揺らぎの投影と見倣すべきであろう。それはその
呪縛からの解放の， 即ち夢の!@apparentfulfillment"の回避の消極的説諭と
言うべきものなのだ。

7． 「泳ぐこと」の意味

「漕ぎ続けること」に纒い付くこの消極性を念頭に置きつつ，先述の通り
それを兆しとする0"TheSwimmers"の「泳ぐこと」に再度目を転じてみた
い。人生の危機を克服したHenryが渡欧すべく，祖国アメリカを後にし船
上の人となる場面(Bjis209)をもって， この作品は締め括られる。つまり
船上の人なることでHenryは， 「泳ぐこと」を最期に今一度披瀝するわけだ。
Henryが船上より"thefadingCity,thefadingshOre"(B"S209)を遠望す
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ると，最期の「泳ぐこと」はその幕を開ける。波間の祖国の地という現前
の具体像が彼の"the exercise of themost transcendent imagination"
を触発すると， それはニューヨークというメトロポリス， 即ち"theugly
debrisofindustry"(B"S209)を糧に遺憾なくその効力を発揮鉄とコンク
リートの支配する摩天楼群から"therichlandstillpuShedup, incordgibly
lavishandfertile"(BMs209)なる世界を幻出してみせる。やがて彼の内に
沸き起こる"asenseofoverwhelminggratitudeandofgladnessthat
Americawasthere"(BiiS209)なる濃密なAmericanismが,場面全体を覆い
尽くしてゆく。
この様にこの最期の「泳ぐこと」は，既述した定石通りの展開を示すわ

けだが， ここで注目すべきは， この濃密なAmericanismが更にその激烈な
調子を高め一気に雪崩込む,MatthewJ.Bruccoliが指摘するところの$$an
eloquentperoration"(280)であろう。

ThebestofAmericawasthebestoftheworld....Francewasaland,
Englandwasapeople,butAmerica,havingaboutitstillthatqualiWof
theidea,washardertoulmr-itwasgravesatShilohandthetired,
drawn,nervousfacesofitsgreatmen, andthecountryboysdyingin
theArgonnefOraphrasethatwasemptybeforetheirbodieswithered.
Itwasawillingnessoftheheart. (BirS210)

作家によるこのアメリカの定義"awillingnessoftheheart"とは「漕ぎ続
けること」に纒い付いていたあの消極性の産物に他ならない。激烈な
Americanismに仰々しく彩られたそれが， 「漕ぎ続けること」の消極性に由
来するとはいかなることか。

Gaなhyの末尾において作家は,Americandreamofsuccessに抗い，夢の
apparentfulfillment"を回避することを巡り，大きな揺らぎを示しつつそ66

れを消極的に諭すことしか出来なかった。それから四年の歳月を経るも作
家は， アメリカ社会におけるこの強大なる思潮の如何ともし難い呪縛を鑑
み， その揺らぎを鎮静し， 己が消極性を払拭する術を未だ見出だせずにい
たのである。そこで作家は窮余の一策を講じる。それがこのアメリカの定
義"awillingnessoftheheart"なのだ。
作家はここで， この強大な思潮に抗うのではなく， それを甘受した上で
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d,awillingnessoftheheart''に全てを委ねることを決意したのだ。A
mericandreamofsuccessを甘受し，夢の<0apparentfulfllment''への到達を
余儀なくされようとも, "awillingnessoftheheart''に組りさえすれば，次
の新たな夢のそれへと逼進することが叶うと作家は考えたに違いない。そ
の限りにおいて際限なく再生され得る"theorgiastichlture"は，人々を永久
に魅了し続けるのであり．彼等は先述の"disillusionment''が支配するアメ
リカの基調に囚われることを免れ得るのである。
この"awillingnessoftheheart"とは，上述の揺らぎを緩和し得る，作家

にとって残された唯一の寄る辺であったのだ。だからこそ彼は，奮然とす
る余りそれをもってアメリカの定義とすると， それに華美な文飾を施した
のであろう。引用の仰々しいAmericanismは, JohnKuehlをしてこの作品
を"Fitzgerald'smostpatrioticshortiction"(110)と言わしめるが， それは
作家のこうした姿勢の表出に他ならない。
この大仰なAmericanismの内に,Henryの指南役，あのアメリカ娘が彼

に向かって放ったI儲き, $Togetclean"の残響が蘇ると|可時に,G(zjs砂より
通底する「泳ぐこと」の真意が明らかになろう。彼女が「泳ぐこと」の目
的を, $Togetclean"－厳然たる現実という足伽を汚れを落とすが如くに
外すこと－とHenryの為に要約してみせたことを今一度思い返したい。
この一大思潮に抗い切れず，夢の$$apparentfulfillment''に到達しようとも，
汚れの如くにそれを取り除き，再び新たなる夢のそれへと遇進するよう，
彼女もまたHenryを諭していたのだ。 "awillingnessoftheheart"への帰伏，
これこそが「泳ぐこと」の真意なのだ。 「泳ぐこと」とは,Americandream
ofsuccessという一大思潮を巡り， 己が揺らぎを何とか鎮めんとした作家
の奮然たる想いの結晶だったのである。

＊ ＊ ＊

人生の危機の克服を見事に成し遂げたHenryが， 「泳ぐこと」を披瀝する
ことで作品を締め括るのは先に述べた通りだ。正にこの場面の主人公と作
家本人をHenryDanPiperは同一視している(177)。人生の危機の克服と
いう"apparentfUlfillment"に至って間無しに， その舞台となったアメリカ
に惜しげもなく訣別し揚々として大西洋の彼方に想いを馳せるHenryの
内にPiperが見たもの， それは, "awillingnessoftheheart"に帰伏しつつ
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"theorgiasticfuture"が燦然とする彼方に目を遣る作家の姿だったのかも
しれない。

註

(1)TWG""tGaなbyからの引用は次の版を使用した。EScottFitzgerald,
7yieG""G"ts"ed.MatthewJ・Bruccoli (CambddgeUR1991) 本文中の
括弧内のページ付けはこの版による。

(2)作品の冒頭でGatsbyの死を悼むNickが。彼を擁護すべく用いた表現一
"No,Gatsbymrnedoutallrightattheend; it iswhatpreyedonGatsby,
〃"αｵ/b"/d"st""ted加娩2抑aheQ/"s"""Isthattemporarilyclosedout
mvinterest intheabortivesorrowsandshortwindedelationofmen." (6;
弓 、 ｿ

emphasisadded)－も, Gatsbyの「泳ぎ手」としての相貌を示唆すべく
用いられたものとして捉えるべきであろう。

(3)この"anight scenebyEIGreco''への言及が, "In the fOregroundfOur
solemnmenindresssuitsarewalkingalongthesidewalkwithastretcher
o〃〃〃c〃〃9sα〃""ん2〃〃0郷α冗加α”h"ee"2""9d"ss." (137;emphasis
added)と続くことに注目したい。第一章においてDaisyは白いドレスを
身に纒い，寝椅子に横たわった姿で導入されている(10)。更に第四章では
彼女が'Ibmとの婚礼の祝宴の直前，泥酔し正体を失いベッドに横たわっ
ていたことが明かされる(60)。以上のことから@6anight scenebyEl
Greco''に登場する女性をDaisyと|司一視することが妥当に思われる。

(4)Gatsbyの死後，第九章で彼の父親は, Gatsbyが少年ll寺代に本の裏表紙に
記した日課表をNickに示すが(135)． それは我々にFranklinの十三の徳
目を連想させよう。 このことからもGatsbyがこのAmericandreamof
successという思潮に自ら身を投じていたことが強く示唆される。

WorksCited

Allen,FrederickLewis.O"lyIts彫may:"""んγ""Iん趣oryqfr"cI9"t.NewYOrk
JohnWiley&Sons, Inc., 1997.

Bruccoli,MatthewJ.So"eSoγtqf"/cGm"de".･7WeL"qfRScO"Fi"em〃
SanDiego:HarcourtBraceJavanovich, 1981.



36

Fitzgerald,EScott. "MyLostCity.'' 7yieCmch－の〃城0油eγPIcccsα"JSto"es.
Harmondsworth,Middlesex:PenguinModernClassics, 1986.
-. 7WcG姥αｵGαお伽Ed.MatthewJ.Bruccoli. Cambridge: CambridgeUR

1991．

-. :The Swimmers."B"s q/RzmdiSe byFScoが尻姥2m〃α"dZ@"α
Fi"""". SelectedbyMalthewJ. Bruccoliwithassistance ofScottie
FitzgeraldSmith・ I_Dndon:BodleyHead, 1973,

Grenberg, BruceL. &"Outside theCabinetMaker's': Fitzgerald's &Ode to a
Nightingale'."NewEss(Zyso"RSco#FY"eml"JV昭/""dS加γies.Ed.Jackson
R.BryerColumbiaandLondon: UofMissouriR1995. 118129.

Kuehl, John・ FScO〃尻轌emMASt"dyq/S伽γ＃厩c伽". Boston:Twayne
Pubhshers, 1991.

Levot,Andr6.ESco#FY"em〃､NewYbrk:DoubledayandCompany, Inc., 1983.
Moyer, KermitW"TyieG泥aiG"tsby: Fitzgerald'sMeditationonAmerican
Historyb''C""c(zIESS"so"FSco〃尻蝿"""t 7WcG姥arGaだ”Ed.Scott
Donaldson.Boston:G.K.Hall&Co., 1984.215-228.

Piper,HenryDan.RSco〃廊蝿"Iz":AC""c"jんγt"Iz".NewYOrk:Holt,Rinehart
andWinston, 1965.

Potts,StephenWTyi""ce"Rz""jSc:乃eMtzgrzzi"2Cfz""q"rSco"FY蝿膠、〃･
SanBernardino: 'I11eBorgoPress,1993,

Smar,Robert.FSco"廊轌em/d.･7WeZastLfzoco6".NewYbrk:OxfordUR1967.
Stern,MiltonR.”"de7'jS"eⅣ増加.･7WeB"ﾙg〃〔ﾉ""c海9．
NewYOrk:TwaynePublishers, 1994.


